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近年、日本において、男女に当てはまらないジェンダー・アイデンティティである「Xジェンダー」や「ノン

バイナリー」がメディア等を通じて知られつつある。社会学においても、男女いずれかの主体を自明視する傾向

に反省が促され、日本で暮らすXジェンダー当事者が、日常生活において代名詞や服装、空間区分などの性別二

元論的な制度や「世間」を重視する親の姿勢に困難を覚えつつ（Dale 2013）、非二元的な性別概念のもとで男女

いずれでもない自己を複数の仕方で解釈してきた仕方（武内 2022）が検討されている。かれらが生きていくうえ

で、非二元的概念を知るだけでなく、親やパートナーなど親しい間柄にある人々から自己像や身体を肯定的に受

容されることが重要だと指摘されてきた（町田 2018）。 

なかでも日本のトランスジェンダー研究において、親による子のカミングアウトに対する反応が多く描かれて

きた（荘島 2008; Ishii 2018; 武内 2021など）ことをふまえ、本報告ではＸジェンダー当事者を含むパートナー関

係に焦点を当てる。性的／恋愛的な惹かれは、「Xジェンダーである」というジェンダー・アイデンティティの解

釈にも密接に結びつく点でも当事者にとって重要性をもつ（Dale 2013: 265-321; 武内 2021a）。先行研究の多くは

二元的な性別概念に依拠する当事者のパートナー関係に焦点化しており、Xジェンダー当事者については研究が

少ないが、男女の二値に当てはまらない性自認自体は理解されにくいこと（武内 2021b）や、親族からの期待の

ために結婚する者だけでなく、結婚とは異なる関係性を志向する人々もいること（Dale 2013: 311）が指摘されて

いる。本報告は既存の成果を整理したうえで、当事者がいかにして既存の制度やパートナーとの関係性を解釈し

つつ、可能な限り非性別二元論的なパートナー関係を形成しようとしているのかを検討していく。 

そのために、ミニコミ誌やウェブ上の議論のテクスト分析と、筆者が実施してきたインタビュー調査に基づく

事例の分析をおこなう。ミニコミ誌等のテクストからは、Ｘジェンダー当事者の出会いの場の形成を概観し、と

りわけFtX（Female to X）の当事者においてパートナー形成の機会となる場がつくられていることや、アセクシ

ュアルの場との関連性を示す。さらにいくつかの事例の検討から、既存の結婚制度のもとで非性別二元論的な関

係形成が試みられている仕方や、パートナーシップ制度への非二元的な性別概念の組み込み、Xジェンダー同士

のネットワークの延長としての家族概念の捉え直しといった実践を描き出していく。これらの検討は、性別二元

論を自明視しない家族のあり方や、それをめぐって日本社会において現在生じている問題を浮かび上がらせる点

で意義をもちうる。 
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